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【手続補正書】
【提出日】平成28年4月21日(2016.4.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ロングタームエボリューションネットワークにおけるワイヤレス通信の方法であって、
　基地局からパケットを受信することと、前記パケットは第１の変調およびコーディング
方式（ＭＣＳ）を有し、
　前記基地局に与えるべき情報を決定することと、ここで、前記情報は、前記受信された
パケットのために割り振られた時間周波数リソースに対応する干渉状態または前記パケッ
トを受信することに基づいて決定されたチャネル状態のうちの少なくとも１つに関係する
チャネル品質情報（ＣＱＩ）を備え、
　前記基地局に前記情報を送ることと、
　を備える、ワイヤレス通信の方法。
【請求項２】
　前記パケットを復号することを試みることをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記復号の試み中に前記パケットの全体が復号されたとき、前記基地局に肯定応答（Ａ
ＣＫ）を送ること、または前記復号の試み中に前記パケットの全体が復号されないとき、
前記基地局に否定応答（ＮＡＣＫ）を送ることをさらに備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記情報は、前記復号の試み中に復号された前記パケットの量をさらに備え、または、
前記情報は、前記パケットまたは前に受信されたパケットが受信された１つまたは複数の
時間周波数リソースに関係する、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記基地局から前記パケットを再受信することをさらに備え、前記再受信されたパケッ
トは、前記基地局に送られた前記情報に従って第２のＭＣＳを有する、請求項１に記載の
方法。
【請求項６】
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　前記基地局から、前記情報の前記決定することおよび送ることをイネーブルまたはディ
セーブルにするための信号を受信することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記信号はユーザ機器（ＵＥ）固有信号またはセル固有信号のうちの少なくとも１つで
あり、または、前記受信された信号は、前記情報の前記決定することおよび送ることを動
的にイネーブルまたはディセーブルにする、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記情報を前記送ることは、前記パケットが正常に復号された場合に動的にディセーブ
ルにされる、請求項２に記載の方法。
【請求項９】
　前記情報は、肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）フィードバックを送るために割
り振られたアップリンク時間周波数リソース上で前記基地局に送られ、または、前記情報
は、サブバンドのために構成された通常ＣＱＩ報告に加えて送られる、請求項１に記載の
方法。
【請求項１０】
　ロングタームエボリューションネットワークにおけるワイヤレス通信の方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）にパケットを送信することと、前記パケットは第１の変調およびコ
ーディング方式（ＭＣＳ）を有し、
　前記ＵＥから情報を受信することと、ここで、前記情報は、前記送信されたパケットの
ために割り振られた時間周波数リソースに対応する干渉状態または前記送信されたパケッ
トに基づいて決定されたチャネル状態のうちの少なくとも１つに関係するチャネル品質情
報（ＣＱＩ）を備え、
　前記受信された情報に従って第２のＭＣＳを有するように前記パケットを最適化するこ
とと、
　前記ＵＥに前記最適化されたパケットを再送信することと、
　を備える、ワイヤレス通信の方法。
【請求項１１】
　前記情報は、前記ＵＥにおいて復号された前記パケットの量をさらに備える、請求項１
０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記パケットの全体が前記ＵＥにおいて復号されたとき、前記ＵＥから肯定応答（ＡＣ
Ｋ）を受信すること、または前記パケットの全体が前記ＵＥにおいて復号されないとき、
前記ＵＥから否定応答（ＮＡＣＫ）を受信することをさらに備える、請求項１０に記載の
方法。
【請求項１３】
　前記情報は、前記パケットまたは前に送信されたパケットが送信された１つまたは複数
の時間周波数リソースに関係する、請求項１０に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ＵＥが前記情報を決定することおよび送ることをイネーブルまたはディセーブルに
するための信号を前記ＵＥに送信することをさらに備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１５】
　前記送信された信号は、前記ＵＥが前記情報を決定することおよび送ることを動的にイ
ネーブルまたはディセーブルにする、請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　前記情報を前記受信することは、前記パケットが前記ＵＥにおいて正常に復号された場
合に動的にディセーブルにされ、または、前記情報は、肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫ）フィードバックを受信するために割り振られたアップリンク時間周波数リソース
上で受信され、または、前記情報は、サブバンドのために構成された通常ＣＱＩ報告に加
えて受信される、請求項１０に記載の方法。
【請求項１７】
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　請求項１乃至１６のうちのいずれか一項に記載のステップを実行するように構成される
手段
　を備える、ロングタームエボリューションネットワークにおけるワイヤレス通信のため
の装置。
【請求項１８】
　請求項１乃至１６のうちのいずれか一項に記載のステップを実行するように構成される
コードを備えるコンピュータ可読媒体
　を備える、コンピュータプログラム製品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９３】
　[0105]以上の説明は、当業者が本明細書で説明した様々な態様を実行できるようにする
ために提供したものである。これらの態様に対する様々な変更は当業者には容易に明らか
であり、本明細書で定義した一般的原理は他の態様に適用され得る。したがって、特許請
求の範囲は、本明細書に示された態様に限定されるものではなく、特許請求の言い回しに
矛盾しない全範囲を与えられるべきであり、ここにおいて、単数形の要素への言及は、そ
のように明記されていない限り、「唯一無二の」を意味するものではなく、「１つまたは
複数の」を意味するものである。別段に明記されていない限り、「いくつかの」という語
は「１つまたは複数の」を表す。「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、
Ｂ、およびＣのうちの少なくとも１つ」、ならびに「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれらの任意の
組合せ」などの組合せは、Ａ、Ｂ、および／またはＣの任意の組合せを含み、Ａのうちの
複数個、Ｂのうちの複数個、またはＣのうちの複数個を含み得る。特に、「Ａ、Ｂ、また
はＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの少なくとも１つ」、ならび
に「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれらの任意の組合せ」などの組合せは、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃの
み、ＡおよびＢ、ＡおよびＣ、ＢおよびＣ、またはＡおよびＢおよびＣであり得、ここで
、いかなるそのような組合せも、Ａ、Ｂ、またはＣのうちの１つまたは複数のメンバーを
含んでいることがある。その上、特許請求の範囲中を含む本明細書で使用する「および／
または」という用語は、２つ以上の項目のリストにおいて使用されるとき、リストされた
項目のうちのいずれか１つがそれだけで採用され得るか、またはリストされた項目のうち
の２つ以上の任意の組合せが採用され得ることを意味する。たとえば、組成が構成要素Ａ
、Ｂ、および／またはＣを含んでいるものとして表される場合、その組成は、Ａのみ、Ｂ
のみ、Ｃのみ、ＡとＢの組合せ、ＡとＣの組合せ、ＢとＣの組合せ、またはＡとＢとＣの
組合せを含んでいることができる。当業者に知られている、または後に知られることにな
る、本開示全体にわたって説明した様々な態様の要素のすべての構造的および機能的均等
物は、参照により本明細書に明白に組み込まれ、特許請求の範囲に包含されるものである
。さらに、本明細書に開示するいかなることも、そのような開示が特許請求の範囲に明示
的に具陳されているかどうかにかかわらず、公に供するものではない。いかなるクレーム
要素も、その要素が「のための手段」という語句を使用して明確に具陳されていない限り
、ミーンズプラスファンクションとして解釈されるべきではない。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］　基地局からパケットを受信することと、前記パケットは第１の変調およびコー
ディング方式（ＭＣＳ）を有し、
　前記基地局に与えるべき情報を決定することと、ここで、前記情報は、前記受信された
パケットのために割り振られた時間周波数リソースに対応するチャネル状態または干渉状
態のうちの少なくとも１つに関係するチャネル品質情報（ＣＱＩ）を備え、
　前記基地局に前記情報を送ることと、
　を備える、ワイヤレス通信の方法。
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［Ｃ２］　前記パケットを復号することを試みることをさらに備える、Ｃ１に記載の方法
。
［Ｃ３］　前記復号の試み中に前記パケットの全体が復号されたとき、前記基地局に肯定
応答（ＡＣＫ）を送ることをさらに備える、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］　前記復号の試み中に前記パケットの全体が復号されないとき、前記基地局に否
定応答（ＮＡＣＫ）を送ることをさらに備える、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ５］　前記情報は、前記復号の試み中に復号された前記パケットの量をさらに備える
、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ６］　前記基地局から前記パケットを再受信することをさらに備え、前記再受信され
たパケットは、前記基地局に送られた前記情報に従って第２のＭＣＳを有する、Ｃ１に記
載の方法。
［Ｃ７］　前記情報は、前記パケットまたは前に受信されたパケットが受信された１つま
たは複数の時間周波数リソースに関係する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］　前記情報は、干渉が予想される１つまたは複数のサブフレームに関係する、Ｃ
１に記載の方法。
［Ｃ９］　前記基地局から、前記情報の前記決定することおよび送ることをイネーブルま
たはディセーブルにするための信号を受信することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］　前記信号はユーザ機器（ＵＥ）固有信号またはセル固有信号のうちの少なく
とも１つである、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１１］　前記ＵＥ固有信号はダウンリンク許可である、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１２］　前記受信された信号は、前記情報の前記決定することおよび送ることを動的
にイネーブルまたはディセーブルにする、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１３］　前記情報を前記送ることは、前記パケットが正常に復号された場合に動的に
ディセーブルにされる、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ１４］　前記情報は、肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）フィードバックを送
るために割り振られたアップリンク時間周波数リソース上で前記基地局に送られる、Ｃ１
に記載の方法。
［Ｃ１５］　前記情報は、サブバンドのために構成された通常ＣＱＩ報告に加えて送られ
る、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１６］　ユーザ機器（ＵＥ）にパケットを送信することと、前記パケットは第１の変
調およびコーディング方式（ＭＣＳ）を有し、
　前記ＵＥから情報を受信することと、ここで、前記情報は、前記送信されたパケットの
ために割り振られた時間周波数リソースに対応するチャネル状態または干渉状態のうちの
少なくとも１つに関係するチャネル品質情報（ＣＱＩ）を備え、
　前記受信された情報に従って第２のＭＣＳを有するように前記パケットを最適化するこ
とと、
　前記ＵＥに前記最適化されたパケットを再送信することと、
　を備える、ワイヤレス通信の方法。
［Ｃ１７］　前記情報は、前記ＵＥにおいて復号された前記パケットの量をさらに備える
、Ｃ１６に記載の方法。
［Ｃ１８］　前記パケットの全体が前記ＵＥにおいて復号されたとき、前記ＵＥから肯定
応答（ＡＣＫ）を受信することをさらに備える、Ｃ１６に記載の方法。
［Ｃ１９］　前記パケットの全体が前記ＵＥにおいて復号されないとき、前記ＵＥから否
定応答（ＮＡＣＫ）を受信することをさらに備える、Ｃ１６に記載の方法。
［Ｃ２０］　前記情報は、前記パケットまたは前に送信されたパケットが送信された１つ
または複数の時間周波数リソースに関係する、Ｃ１６に記載の方法。
［Ｃ２１］　前記情報は、干渉が前記ＵＥにおいて予想される１つまたは複数のサブフレ
ームに関係する、Ｃ１６に記載の方法。
［Ｃ２２］　前記ＵＥが前記情報を決定することおよび送ることをイネーブルまたはディ
セーブルにするための信号を前記ＵＥに送信することをさらに備える、Ｃ１６に記載の方
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法。
［Ｃ２３］　前記信号はＵＥ固有信号またはセル固有信号のうちの少なくとも１つである
、Ｃ２２に記載の方法。
［Ｃ２４］　前記ＵＥ固有信号はダウンリンク許可である、Ｃ２３に記載の方法。
［Ｃ２５］　前記送信された信号は、前記ＵＥが前記情報を決定することおよび送ること
を動的にイネーブルまたはディセーブルにする、Ｃ２２に記載の方法。
［Ｃ２６］　前記情報を前記受信することは、前記パケットが前記ＵＥにおいて正常に復
号された場合に動的にディセーブルにされる、Ｃ１６に記載の方法。
［Ｃ２７］　前記情報は、肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）フィードバックを受
信するために割り振られたアップリンク時間周波数リソース上で受信される、Ｃ１６に記
載の方法。
［Ｃ２８］　前記情報は、サブバンドのために構成された通常ＣＱＩ報告に加えて受信さ
れる、Ｃ１６に記載の方法。
［Ｃ２９］　基地局からパケットを受信するための手段と、前記パケットは第１の変調お
よびコーディング方式（ＭＣＳ）を有し、
　前記基地局に与えるべき情報を決定するための手段と、ここで、前記情報は、前記受信
されたパケットのために割り振られた時間周波数リソースに対応するチャネル状態または
干渉状態のうちの少なくとも１つに関係するチャネル品質情報（ＣＱＩ）を備え、
　前記基地局に前記情報を送るための手段と、
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ３０］　前記パケットを復号することを試みるための手段をさらに備える、Ｃ２９に
記載の装置。
［Ｃ３１］　前記復号の試み中に前記パケットの全体が復号されたとき、前記基地局に肯
定応答（ＡＣＫ）を送るための手段をさらに備える、Ｃ３０に記載の装置。
［Ｃ３２］　前記復号の試み中に前記パケットの全体が復号されないとき、前記基地局に
否定応答（ＮＡＣＫ）を送るための手段をさらに備える、Ｃ３０に記載の装置。
［Ｃ３３］　前記情報は、前記復号の試み中に復号された前記パケットの量をさらに備え
る、Ｃ３２に記載の装置。
［Ｃ３４］　前記基地局から前記パケットを再受信するための手段をさらに備え、前記再
受信されたパケットは、前記基地局に送られた前記情報に従って第２のＭＣＳを有する、
Ｃ２９に記載の装置。
［Ｃ３５］　前記情報は、前記パケットまたは前に受信されたパケットが受信された１つ
または複数の時間周波数リソースに関係する、Ｃ２９に記載の装置。
［Ｃ３６］　前記情報は、干渉が予想される１つまたは複数のサブフレームに関係する、
Ｃ２９に記載の装置。
［Ｃ３７］　前記情報を決定するための手段および前記情報を送るための手段をイネーブ
ルまたはディセーブルにするための信号を、前記基地局から受信するための手段をさらに
備える、Ｃ２９に記載の装置。
［Ｃ３８］　前記信号はユーザ機器（ＵＥ）固有信号またはセル固有信号のうちの少なく
とも１つである、Ｃ３７に記載の装置。
［Ｃ３９］　前記ＵＥ固有信号はダウンリンク許可である、Ｃ３８に記載の装置。
［Ｃ４０］　前記受信された信号は、前記情報を決定するための手段および前記情報を送
るための手段を動的にイネーブルまたはディセーブルにする、Ｃ３７に記載の装置。
［Ｃ４１］　前記情報を送るための手段は、前記パケットが正常に復号された場合に動的
にディセーブルにされる、Ｃ３０に記載の装置。
［Ｃ４２］　前記情報は、肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）フィードバックを送
るために割り振られたアップリンク時間周波数リソース上で前記基地局に送られる、Ｃ２
９に記載の装置。
［Ｃ４３］　前記情報は、サブバンドのために構成された通常ＣＱＩ報告に加えて送られ
る、Ｃ２９に記載の装置。
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［Ｃ４４］　ユーザ機器（ＵＥ）にパケットを送信するための手段と、前記パケットは第
１の変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）を有し、
　前記ＵＥから情報を受信するための手段と、ここで、前記情報は、前記送信されたパケ
ットのために割り振られた時間周波数リソースに対応するチャネル状態または干渉状態の
うちの少なくとも１つに関係するチャネル品質情報（ＣＱＩ）を備え、
　前記受信された情報に従って第２のＭＣＳを有するように前記パケットを最適化するた
めの手段と、
　前記ＵＥに前記最適化されたパケットを再送信するための手段と、
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ４５］　前記情報は、前記ＵＥにおいて復号された前記パケットの量をさらに備える
、Ｃ４４に記載の装置。
［Ｃ４６］　前記パケットの全体が前記ＵＥにおいて復号されたとき、前記ＵＥから肯定
応答（ＡＣＫ）を受信するための手段をさらに備える、Ｃ４４に記載の装置。
［Ｃ４７］　前記パケットの全体が前記ＵＥにおいて復号されないとき、前記ＵＥから否
定応答（ＮＡＣＫ）を受信するための手段をさらに備える、Ｃ４４に記載の装置。
［Ｃ４８］　前記情報は、前記パケットまたは前に送信されたパケットが送信された１つ
または複数の時間周波数リソースに関係する、Ｃ４４に記載の装置。
［Ｃ４９］　前記情報は、干渉が前記ＵＥにおいて予想される１つまたは複数のサブフレ
ームに関係する、Ｃ４４に記載の装置。
［Ｃ５０］　前記ＵＥが前記情報を決定することおよび送ることをイネーブルまたはディ
セーブルにするための信号を前記ＵＥに送信するための手段をさらに備える、Ｃ４４に記
載の装置。
［Ｃ５１］　前記信号はＵＥ固有信号またはセル固有信号のうちの少なくとも１つである
、Ｃ５０に記載の装置。
［Ｃ５２］　前記ＵＥ固有信号はダウンリンク許可である、Ｃ５１に記載の装置。
［Ｃ５３］　前記送信された信号は、前記ＵＥが前記情報を決定することおよび送ること
を動的にイネーブルまたはディセーブルにする、Ｃ５０に記載の装置。
［Ｃ５４］　前記情報の受信するための前記手段は、前記パケットが前記ＵＥにおいて正
常に復号された場合に動的にディセーブルにされる、Ｃ４４に記載の装置。
［Ｃ５５］　前記情報は、肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）フィードバックを受
信するために割り振られたアップリンク時間周波数リソース上で受信される、Ｃ４４に記
載の装置。
［Ｃ５６］　前記情報は、サブバンドのために構成された通常ＣＱＩ報告に加えて受信さ
れる、Ｃ４４に記載の装置。
［Ｃ５７］　基地局からパケットを受信することと、前記パケットは第１の変調およびコ
ーディング方式（ＭＣＳ）を有し、
　前記基地局に与えるべき情報を決定することと、ここで、前記情報は、前記受信された
パケットのために割り振られた時間周波数リソースに対応するチャネル状態または干渉状
態のうちの少なくとも１つに関係するチャネル品質情報（ＣＱＩ）を備え、
　前記基地局に前記情報を送ることと、
　を行うように構成された少なくとも１つの処理システム、
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ５８］　前記少なくとも１つの処理システムは、前記パケットを復号することを試み
るようにさらに構成された、Ｃ５７に記載の装置。
［Ｃ５９］　前記少なくとも１つの処理システムは、前記復号の試み中に前記パケットの
全体が復号されたとき、前記基地局に肯定応答（ＡＣＫ）を送るようにさらに構成された
、Ｃ５８に記載の装置。
［Ｃ６０］　前記少なくとも１つの処理システムは、前記復号の試み中に前記パケットの
全体が復号されないとき、前記基地局に否定応答（ＮＡＣＫ）を送るようにさらに構成さ
れた、Ｃ５８に記載の装置。
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［Ｃ６１］　前記情報は、前記復号の試み中に復号された前記パケットの量をさらに備え
る、Ｃ６０に記載の装置。
［Ｃ６２］　前記少なくとも１つの処理システムは、前記基地局から前記パケットを再受
信するようにさらに構成され、前記再受信されたパケットは、前記基地局に送られた前記
情報に従って第２のＭＣＳを有する、Ｃ５７に記載の装置。
［Ｃ６３］　前記情報は、前記パケットまたは前に受信されたパケットが受信された１つ
または複数の時間周波数リソースに関係する、Ｃ５７に記載の装置。
［Ｃ６４］　前記情報は、干渉が予想される１つまたは複数のサブフレームに関係する、
Ｃ５７に記載の装置。
［Ｃ６５］　前記少なくとも１つの処理システムは、前記情報を決定することおよび前記
情報を送ることをイネーブルまたはディセーブルにするための信号を、前記基地局から受
信するようにさらに構成された、Ｃ５７に記載の装置。
［Ｃ６６］　前記信号はユーザ機器（ＵＥ）固有信号またはセル固有信号のうちの少なく
とも１つである、Ｃ６５に記載の装置。
［Ｃ６７］　前記ＵＥ固有信号はダウンリンク許可である、Ｃ６６に記載の装置。
［Ｃ６８］　前記受信された信号は、前記情報を決定することおよび前記情報を送ること
を動的にイネーブルまたはディセーブルにする、Ｃ６５に記載の装置。
［Ｃ６９］　前記情報を送るように構成された前記少なくとも１つの処理システムは、前
記パケットが正常に復号された場合に動的にディセーブルにされる、Ｃ５８に記載の装置
。
［Ｃ７０］　前記情報は、肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）フィードバックを送
るために割り振られたアップリンク時間周波数リソース上で前記基地局に送られる、Ｃ５
７に記載の装置。
［Ｃ７１］　前記情報は、サブバンドのために構成された通常ＣＱＩ報告に加えて送られ
る、Ｃ５７に記載の装置。
［Ｃ７２］　ユーザ機器（ＵＥ）にパケットを送信することと、前記パケットは第１の変
調およびコーディング方式（ＭＣＳ）を有し、
　前記ＵＥから情報を受信することと、ここで、前記情報は、前記送信されたパケットの
ために割り振られた時間周波数リソースに対応するチャネル状態または干渉状態のうちの
少なくとも１つに関係するチャネル品質情報（ＣＱＩ）を備え、
　前記受信された情報に従って第２のＭＣＳを有するように前記パケットを最適化するこ
とと、
　前記ＵＥに前記最適化されたパケットを再送信することと、
　を行うように構成された少なくとも１つの処理システム、
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ７３］　前記情報は、前記ＵＥにおいて復号された前記パケットの量をさらに備える
、Ｃ７２に記載の装置。
［Ｃ７４］　前記少なくとも１つの処理システムは、前記パケットの全体が前記ＵＥにお
いて復号されたとき、前記ＵＥから肯定応答（ＡＣＫ）を受信するようにさらに構成され
た、Ｃ７２に記載の装置。
［Ｃ７５］　前記少なくとも１つの処理システムは、前記パケットの全体が前記ＵＥにお
いて復号されないとき、前記ＵＥから否定応答（ＮＡＣＫ）を受信するようにさらに構成
された、Ｃ７２に記載の装置。
［Ｃ７６］　前記情報は、前記パケットまたは前に送信されたパケットが送信された１つ
または複数の時間周波数リソースに関係する、Ｃ７２に記載の装置。
［Ｃ７７］　前記情報は、干渉が前記ＵＥにおいて予想される１つまたは複数のサブフレ
ームに関係する、Ｃ７２に記載の装置。
［Ｃ７８］　前記少なくとも１つの処理システムは、前記ＵＥが前記情報を決定すること
および送ることをイネーブルまたはディセーブルにするための信号を前記ＵＥに送信する
ようにさらに構成された、Ｃ７２に記載の装置。
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［Ｃ７９］　前記信号はＵＥ固有信号またはセル固有信号のうちの少なくとも１つである
、Ｃ７８に記載の装置。
［Ｃ８０］　前記ＵＥ固有信号はダウンリンク許可である、Ｃ７９に記載の装置。
［Ｃ８１］　前記送信された信号は、前記ＵＥが前記情報を決定することおよび送ること
を動的にイネーブルまたはディセーブルにする、Ｃ７８に記載の装置。
［Ｃ８２］　前記情報を受信するように構成された前記少なくとも１つの処理システムは
、前記パケットが前記ＵＥにおいて正常に復号された場合に動的にディセーブルにされる
、Ｃ７２に記載の装置。
［Ｃ８３］　前記情報は、肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）フィードバックを受
信するために割り振られたアップリンク時間周波数リソース上で受信される、Ｃ７２に記
載の装置。
［Ｃ８４］　前記情報は、サブバンドのために構成された通常ＣＱＩ報告に加えて受信さ
れる、Ｃ７２に記載の装置。
［Ｃ８５］　基地局からパケットを受信することと、前記パケットは第１の変調およびコ
ーディング方式（ＭＣＳ）を有し、
　前記基地局に与えるべき情報を決定することと、ここで、前記情報は、前記受信された
パケットのために割り振られた時間周波数リソースに対応するチャネル状態または干渉状
態のうちの少なくとも１つに関係するチャネル品質情報（ＣＱＩ）を備え、
　前記基地局に前記情報を送ることと、
　を行うためのコードを備えるコンピュータ可読媒体を備える、コンピュータプログラム
製品。
［Ｃ８６］　ユーザ機器（ＵＥ）にパケットを送信することと、前記パケットは第１の変
調およびコーディング方式（ＭＣＳ）を有し、
　前記ＵＥから情報を受信することと、ここで、前記情報は、前記送信されたパケットの
ために割り振られた時間周波数リソースに対応するチャネル状態または干渉状態のうちの
少なくとも１つに関係するチャネル品質情報（ＣＱＩ）を備え、
　前記受信された情報に従って第２のＭＣＳを有するように前記パケットを最適化するこ
とと、
　前記ＵＥに前記最適化されたパケットを再送信することと、
　を行うためのコードを備えるコンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製
品。
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